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Applications and
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本研究では、水圏で機能する新しい機能性材料の創出と最適化を行うための実験を
行い、その表面物性を評価する。具体的な機能性材料として（１）液晶性分子を疎
水性固体基板表面に転写したLangmuir膜、（２）電界紡糸法により作成したナノファ
イバーについて表面構造や弾性率の測定を行った。

実験
Experimental

（１）Langmuir膜：気液界面に液晶性の両親媒性分子からなる単分子膜を形成し、
疎水処理した固体基板上にLangmuir Schafer法で転写したサンプルを作成した。、
転写前後の表面トポグラフィを取得した。（２）ナノファイバー：電界紡糸法によっ
て作成したゼラチンナノファイバーのトポグラフィとヤング率の空間分布を測定し
た。トポグラフィ画像は走査型プローブ顕微鏡（KT-304）を利用した。

結果と考察
Results and Discussion

（１）Langmuir膜：走査型プローブ顕微鏡（KT-304）を用いて表面トポグラフィ
画像を取得し、液晶性単分子膜の転写前後でそれぞれ均一・平滑な表面像が得られた
（図１）。表面のroot mean square (RMS) roughnessはそれぞれ0.3nm, 2.5nmと
なり、表面加工の一様性が確認された。
（２）ナノファイバー：走査型プローブ顕微（KT-304）を用いて、ナノファイバー
1本のトポグラフィ画像を取得し、ナノファイバーの高さと幅をそれぞれ測定する
ことに成功した。またナノインデンテーションによりファイバーのヤング率を評価
した（図2）。
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図１：ODTMS被覆により疎水化した基板表面（左）と、その直上に液晶性単分子
膜をLangmuir-Schafer法により転写した基板表面（右）のトポグラフィ画像。
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図2：（左）電界紡糸法によって作成したゼラチンを主剤とするナノファイバーの
トポグ ラ フィ画像。（右）ナノイ ン デ ン テ ーションによるフォースカーブ
と、Hertzモデルフィッティングによるヤング率Eの算出結果。
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